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第第第第４４４４章章章章    計画計画計画計画のののの効果的実施効果的実施効果的実施効果的実施    

第第第第１１１１節節節節    計画計画計画計画のののの推進体制推進体制推進体制推進体制とととと各主体各主体各主体各主体のののの連携連携連携連携    

１１１１    計画計画計画計画のののの推進体制推進体制推進体制推進体制    

本計画の推進に当たっては、福岡県環境部を各施策の推進に当たっての取りまとめ機関

とし、国の関係機関、県の関係部局、市の関係部局等を各施策の推進主体とする体制を整

備する。 

施策の実施に当たっては、計画推進主体間の連携を図るとともに、相互協力体制の強化

に努め、計画の効果的な実施を図る。 

・ 本計画の取りまとめ機関・・・福岡県環境部 

・ 本計画の各推進主体 

国の関係機関・・・国土交通省九州地方整備局、国土交通省九州運輸局 

県の関係機関・・・福岡県企画・地域振興部、環境部、商工部、農林水産部、県土整

備部、建築都市部、福岡県警察本部 

市の関係機関・・・北九州市環境局、産業経済局、建設局、建築都市局、港湾空港局、

交通局 

福岡北九州高速道路公社 

・ 計画の推進主体と各推進主体の役割 

本計画の各推進主体は、各主体の所管事項に係る施策について各主体の責任にお

いて、本計画に基づき着実に事業を実施する。 

また、事業の実施に当たっては、各主体間との連携を図りながら、施策の着実な実施

を行っていくものとする。 

 

２２２２    各主体各主体各主体各主体とのとのとのとの連携連携連携連携    

（（（（１１１１））））    関係部局関係部局関係部局関係部局とのとのとのとの連携連携連携連携    

県においては、環境政策課、環境保全課、循環型社会推進課、廃棄物対策課、監視

指導課、自然環境課において、環境基本法に規定する各種公害、廃棄物対策に係る事

務等を担当している。 

これらの施策の実施に当たっては、横断的な取組を推進するため、庁内の連絡体制を

整備するとともに、調整に努める。 

本県における環境関係行政組織は図 4－1－1のとおりである。 

また、北九州市においても図 4－1－2 のとおり環境基本法に規定する各種公害、廃棄

物対策に係る事務等を担当する組織を設置して、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、騒

音規制法、振動規制法及び悪臭防止法等の施行事務をはじめ、公害苦情への対応等各
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種の公害問題に対処している。 

北九州市においても、横断的な取組を推進するため、庁内の連絡体制を整備するとと

もに、調整に努める。 

今後、表 4－1－1の協議会等を通じ、国の関係機関、県の関係部局、北九州市及び関

係団体等と相互協力体制を一層強化し、計画の効果的な実施を図る。 
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図 4－1－1 福岡県環境関係組織（平成 23年 4月現在） 
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図 4－1－1 北九州市環境行政組織図（平成 23年 4月現在） 
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表 4－1－1 環境保全関係協議会等の状況 

（平成 24年 1月現在） 

資料：福岡県環境部環境保全課、北九州市環境局 

    

（（（（２２２２））））    事業者事業者事業者事業者とのとのとのとの連携連携連携連携    

事業者に対しては、公害関係法令を補完するものとして、大気汚染防止、水質汚濁防

止、騒音防止等を内容とした公害防止協定を締結している。 

平成 22 年度末現在、当地域において県は 1 事業者と、北九州市は 89 件の協定を事

業者と締結している。 

当該協定に基づき、必要に応じて協力の要請を行うとともに、適切な指導を行うなど計

画の推進を図る。 

 

（（（（３３３３））））    住民住民住民住民とのとのとのとの連携連携連携連携    

地域住民に対しては、県及び北九州市の広報活動を通じて、本計画の趣旨を明らかに

するとともに、市民組織等を通じて住民との連携を深め、環境保全活動に係る協力体制の

充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 構 成 

福岡県環境審議会 学識経験者、関係行政機関職員 

福岡県公害審査会 議会の同意を得て知事が任命 

福岡県公害専門委員 学識経験者 

福岡県環境影響評価専門委員 学識経験者 

福岡県環境対策協議会 関係行政機関職員 

福岡県産業廃棄物対策推進委員会 関係行政機関職員 

福岡県産業廃棄物広域処理推進協議会 県知事、各市町村長 

福岡県産業廃棄物審議会 学識経験者 

福岡県廃棄物不法処理防止連絡協議会 県、県警、市町村、業界 

福岡県環境県民会議 県民団体、事業者団体、行政機関 

ごみと資源を考える福岡県民会議 消費者団体、事業者団体、行政機関職員 

北九州市環境審議会 学識経験者、地域代表、団体代表、市議会議員 

北九州市環境影響評価審査会 学識経験者 

北九州市 PCB処理監視委員会 学識経験者、市民代表、公募者 
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第第第第２２２２節節節節    各種計画各種計画各種計画各種計画とのとのとのとの連携連携連携連携    

１１１１    環境保全計画環境保全計画環境保全計画環境保全計画とのとのとのとの連携連携連携連携    

本計画の運用に当たっては、他の環境保全に関する諸計画との整合が図られるよう配慮

する。特に、当地域が対象地域となって策定されている「化学的酸素要求量、窒素及びりん

含有量に係る総量削減計画」については、その的確かつ円滑な施策が図られるよう配慮す

る。 

 

２２２２    諸計画諸計画諸計画諸計画とのとのとのとの連携連携連携連携    

本計画は、当地域において公害防止施策を総合的かつ計画的に推進していく上での基

本となる計画である。 

本計画の策定に当たっては、既存の諸計画との整合性に十分配慮したが、今後、当地域

の開発に関しては本計画との調和が図られることが重要である。 

また、本県における環境に関するマスタープランである「福岡県環境総合基本計画」及び

北九州市において策定されている「北九州市環境基本計画」などの当地域に係る計画と本

計画が全体として整合し、かつ、円滑に実施されるよう配慮するものとする。 

 

３３３３    防災都市防災都市防災都市防災都市づくりにづくりにづくりにづくりに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組    

当地域において進められている災害に強いまちづくり等については、公害防止施策等が

密接な関連を有することから、本計画においても、公害防止施策等がこれに寄与するような

必要な配慮を行うものとする。 

臨海部を中心に鉄鋼業、一般機械製造業及び電気機械製造業等の工場・事業場が立地

し、人口も集中しており、都市集積が高い地域であることから、災害時における化学物質や

廃棄物の漏洩、流出等の環境に悪影響を与えるリスクを極力低減する必要がある。 

このため、災害時における化学物質等の漏洩、流出等による環境汚染の防止の観点から、

県及び市の地域防災計画に基づき、防災型都市づくりをさらに推進するよう努める。 

とりわけ、石油コンビナート地域における流出油事故対策については、石油コンビナート等

防災計画等に基づき対処するものとする。 

さらに、地域住民の防災意識の高揚、県・市等の関係機関や自主防災団体等との連携を

行うなどの地域ぐるみの防災体制を整備し、災害時においても被害を最小限にとどめ、環境

悪化の低減を図るものとする。 
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第第第第３３３３節節節節    監視監視監視監視・・・・観測体制観測体制観測体制観測体制のののの整備整備整備整備    

１１１１    監視監視監視監視・・・・観測体制観測体制観測体制観測体制のののの整備整備整備整備    

（（（（１１１１））））    発生源発生源発生源発生源のののの監視監視監視監視    

アアアア    大気汚染大気汚染大気汚染大気汚染    

工場・事業場の固定発生源については、法令等の規定に基づく立入検査により、排出

基準の適合状況等の検査・監視を行っている。また、ばい煙等の測定値が公害防止協定

値、届出値等を超過する場合は、警告書を交付し改善計画書を提出させ、改善の対策を

指導している。 

今後もこのような監視を継続的・計画的に実施する。 

 

イイイイ    水質汚濁水質汚濁水質汚濁水質汚濁    

工場・事業場については、法令等の規定に基づき立入検査を行い、排水基準の遵守

状況の検査並びに特定施設等の維持管理状況等の確認検査を実施しており、総量規制

基準が適用される工場・事業場については、汚濁負荷量測定記録の確認を行い、排水

基準の測定値が公害防止協定値、届出値等を超過する場合は、警告書を交付し改善計

画書を提出させ、改善の対策を指導している。 

今後もこのような監視を継続的・計画的に実施する。 

 

ウウウウ    騒音騒音騒音騒音・・・・振動振動振動振動    

法令等に基づく施設を有する工場・事業場に対しては、立入検査を行うことにより、騒

音・振動防止の方法について監視・指導を行っている。 

今後も、立入検査を行うとともに、北九州市が従来から行っている騒音・振動計の貸し

出し等により、事業者の騒音・振動公害についての認識を高めることに努める。 

 

（（（（２２２２））））    環境環境環境環境のののの監視監視監視監視    

アアアア    大気汚染大気汚染大気汚染大気汚染    

当地域における大気汚染常時監視測定体制は、全域に配置する測定局と北九州市

公害監視センター（小倉北区）をテレメーターで結んでおり、平成22年度末現在、測定局

は、一般環境大気測定局 14 か所、自動車排出ガス測定局 5 か所及び気象観測所 2 か

所となっている。このほか、大気汚染の常時監視を補完するため、デポジットゲージによる

降下ばいじん量の測定、移動測定車による窒素酸化物等の測定を実施している。今後も、

常時監視体制の整備に努めるとともに、移動測定などを行う。 
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イイイイ    水質汚濁水質汚濁水質汚濁水質汚濁    

公共用水域の水質調査については、河川及び海域の環境基準点等で計画的に継続

実施しており、平成 22 年度には、河川については、環境基準点 27 か所、一般測定点 5

か所で監視測定を行い、海域については、環境基準点 7か所及び一般測定点 11か所で

監視測定を実施している。今後とも計画的な監視測定を実施する。 

また、地下水についても地下水質測定計画に基づいて、概況調査、汚染井戸周辺地

区調査及び継続監視調査を実施する。 

 

ウウウウ    騒音騒音騒音騒音・・・・振動振動振動振動    

自動車騒音については、環境基準の適合状況を把握するため、平成 23 年度から 27

年度までの 5 年計画で当地域の主要道路 223区間（総延長約 540 ㎞）の測定及び評価

を実施する。 

また、山陽新幹線の騒音・振動、航空自衛隊芦屋基地の周辺地域の航空機騒音につ

いては、環境基準の適合状況把握のため、新幹線 5 か所 19 地点、芦屋基地 12 地点の

測定地点を定め、毎年、測定を実施している。 

今後とも、騒音・振動の状況把握に努めるとともに、測定機器の更新、監視体制の整備

に努める。 
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第第第第４４４４節節節節    計画計画計画計画のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況のののの点検点検点検点検    

本計画は、平成 23年度から平成 32年度までの 10か年計画であり、第１章に掲げた計画

の目標を達成するため、第 2章から第 4章までに掲げられた施策等を強力に推進する。 

そして、施策の進捗状況及び環境の状況等を把握するため、毎年度の状況調査を実施し

て、問題点・課題を抽出し、施策の再点検を行う。 

 

１１１１    施策施策施策施策のののの進行管理進行管理進行管理進行管理    

（（（（１１１１））））    計画計画計画計画のののの現況現況現況現況調査調査調査調査（（（（毎年度毎年度毎年度毎年度））））    

各年度において、環境質の状況及び本計画に掲げられた施策の実施状況を把握する

とともに、実施が遅れている施策を中心に、問題点や課題を抽出し、施策の効果的な実

施に向けて改善を図る。 

 

２２２２    進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況のののの評価評価評価評価    

計画の進捗状況の評価については、計画目標の達成状況及び計画期間内の達成目標に

関する評価を行う。このとき、単に環境基準などの達成状況のみでなく、負荷削減量の推計

や施策効果の比較等様々な尺度で評価を行うことが重要である。 
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  計画評価  ○施策の実施状況 

   ○環境質の状況 

         ○環境負荷の状況 

         ○目標達成状況 等 

 

図 4－4－1 計画の進行管理の流れ 
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